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ATS と AGE で、千歳に行ってきました 

 
2004 年 3 月 18 日に新千歳空港で ATC-Pi lot 交流会が開催されました。日乗連 ALPA-Japan

からは、ATS 委員会と AGE 委員会が参加して基調講演を行いました。主催は千歳管制隊で、管

制隊、空港事務所関係者、空自パイロット、エアラインパイロットなど幅広い参加がありました。 

 

 

１：AGE 委員会講演 
AGE 委員会は、ILS の整備と誤作動について講演を行いました。

ON TEST の ILS は NOTAM で使用が禁止されますが、不用意に使

用すると誤指示を起こす可能性があります。ICAO、FAA からは注

意喚起の勧告が出されており、今回はこれを紹介するプレゼンテー

ションを行いました。 

空港関係者からは、ILS 全般に関する質問が多数寄せられ、RJCC 

01R LLZ コースの乱れ、積雪時の ILS 除雪などについて意見交換

が行われました。講演内容、意見交換については、近 く発行される ALPA-Japan Technical 

Information をご覧下さい。 

 

 

２：ATS 委員会講演 
ATS 委員会からは、RJCC 19L の Vertical  Separation について講演を行いました。19L の Final

では、自衛隊機が 2500ft、民航機が 2000ft でクロスします。Vert ical Separat ion は 500ft しか

なく、TCAS RA が作動する可能性すらあります。RA に関する規定が厳しくなったことを紹介し、

500ft Separat ion を拡大して頂けないか検討を依頼しました。自衛隊からは、ただちに問題を解

決することは難しいが、検討を始めるとの回答を頂きました。 

 

 

３：LLZ 01R コース変動 
RJCC 01R の LLZ について、コースが乱れるというキ

ャプテンレポートが多数寄せられています。この問題

について質問したところ、管制技術官から詳しい説明

がありました。６月に LLZ が二周波数化され、コース

変動は解消する予定です。技術的詳細については、

別に Technical Information を発行しますので、そちら

をご参照下さい。 
 

 


